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現在の目録規則の基盤（国際的標準化）

IFLA（国際図書館連盟）
1961 「パリ原則（Paris Principles）」
1969～ 「国際標準書誌記述（ISBD）」

各国・言語圏の規則
英米目録規則（AACR）

AACR１（1967）→ AACR2（１978）

日本目録規則（NCR）
1965年版→ 新版予備版（1977）→ 1987年版



新しい目録規則へ

新しい概念モデル
FRBR（書誌レコードの機能要件）モデル

1997 FRBR刊行
2009 FRAD（典拠データ版）刊行
2010 FRSAD（主題データ版）刊行

新しい国際原則・標準
2009 IFLA「国際目録原則」
2011? ISBD（国際標準書誌記述）改訂

新しい目録規則
2010 RDA (Resource Description and Access)

2010 NCR次期改訂方針
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目録法変革の背景

対象資料の変化への対応

情報組織化環境の変化への対応

OPAC高度化への対応

メタデータの開放性

メタデータの付加価値性

「パリ原則」から50年

インターネットの15年



パリ原則から50年

対象資料の変化に関わる問題（１）

多様な媒体への対応

それなりに対応してきた
「資料種別」ごとの記述の章（NCRは１２種）

最近まで章単位の改訂も
「電子資料」、「継続資料」

電子資料の発達に伴う、困難の顕在化
「電子地図」「電子楽譜」「電子書籍」…

「コンテンツ（内容的側面）」と
「キャリア（物理的側面）」の交差



パリ原則から50年

対象資料の変化に関わる問題（２）

「著作」と「版」の枠組み

初版 改訂版 原書 邦訳

単行本 文庫本 印刷版 電子版

ＣＤ版 ＤＶＤ版

電子資料の発達に伴う、困難の顕在化

「コンテンツ（内容的側面）」の違いと
「キャリア（物理的側面）」の違い



パリ原則から50年

情報組織化環境の変化に関わる問題

カード目録時代以来の、目録規則の枠組み
識別のための「記述」（書誌記述）

検索（発見）のための「標目」（アクセスポイント）

コンピュータ目録で大きく様変わりするのは、
本当は「検索」に関わる部分

規則構造の全体を、
抜本的に見直す必要

それなりに改訂（章ごとに）

あまり改訂されず



インターネットの15年

図書館目録にとって、インターネットとは？

最初のころ（1995～ ）

時が流れるにつれ（21世紀？～）

「福音」
書誌データ流通環境を大きく改善

「危機」
情報の生成・流通・消費活動を大きく変化
これまでの延長線上では対処できない



「危機」の時代に対応した
書誌コントロール活動の見直し

LC「書誌コントロールの将来WG」
On the Record  (2008.1)

日本では： NDL、NII

「国立国会図書館の書誌データの作成・
提供の方針」（2008.3）

「次世代目録所在情報サービスの在り方
について（最終報告）」（2009.3）



目録規則の視点からみると…

対象資料の変化に関わる問題
情報組織化環境の変化に関わる問題

OPAC高度化への対応

メタデータの開放性

メタデータの付加価値性

「危機」の時代に対応した
書誌コントロール活動の見直し

LC「書誌コントロールの将来WG」
日本では： NDL、NII



インターネットの15年

OPAC高度化への対応に関わる問題

「次世代OPAC」の登場（2006ころ～）



インターネットの15年

「次世代OPAC」の様々な機能

シンプルな検索画面、スペルチェックや自動修正
レレバンスランキング、レコメンデーション etc.

その中に

「ファセット型ブラウジング」
複数の視点で検索結果を分類して
絞り込みの候補を提示

「FRBR化表示」
著作単位に構造化した表示

これらは、書誌データ依存
（検索システムだけの問題ではない）



インターネットの15年

メタデータの開放性に関わる問題
ウェブ環境下の情報サービス

様々なシステムが、シームレスに連携・統合



インターネットの15年

メタデータの開放性に関わる問題

図書館界の書誌情報（＝メタデータ）
標準化の歴史は長いが、「閉じた標準化」

これからは、開放性の向上を
さまざまなメタデータの相互連携

メタデータの「相互運用性」が尊ばれる

ウェブ世界での一般的な標準性
博物館・文書館コミュニティとの協調
出版・流通業界との親和性



インターネットの15年

メタデータの付加価値性に関わる問題

出版流通業界のメタデータ
大規模デジタル化や電子書籍出版

図書館界のメタデータの付加価値は何か？

目録規則設計においても考慮が必要
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新しい目録規則へ

新しい概念モデル
FRBR（書誌レコードの機能要件）モデル

1997 FRBR刊行
2009 FRAD（典拠データ版）刊行
2010 FRSAD（主題データ版）刊行

新しい国際原則・標準
2009 IFLA「国際目録原則」
2010? ISBD（国際標準書誌記述）改訂

新しい目録規則
2010 RDA (Resource Description and Access)

2010 NCR次期改訂方針

はじめてモデル化

パリ原則（1961）
の後継

AACR2（1978）
の後継



FRBR（書誌レコードの機能要件）
Functional Requirements for Bibliographic Records

1997発表 2008小改訂

「書誌的世界」の概念モデル
目録規則ではなく、その基盤となるもの
根拠として、利用者の行動モデルを設定
ユーザタスク： 「発見」「識別」「選択」「入手」

実体関連モデル（E-Rモデル）に基づく
「実体（Entity)」： 独立した操作対象として認識

例： 著作、体現形（版）、個人、団体…

「属性（Attribute）」： 各実体に項目設定
例： 著作に対して： タイトル、作者…

「関連（Relationship）」： 実体間の関係を管理



グループ１の実体（＝書誌データに対応）

Work

(著作)

Item

(個別資料)

Expression

(表現形)

Manifestation

(体現形)

realize

実現

embody

具体化

exemplify

例示

知的・芸術的創
造物の単位

文字・音声等で
表現された単位

キャリアが具体
化された単位

個別の一点一点



FRBRの４実体

源氏
物語

著作
（Work)

原テキストA

原テキストB

現代語訳A

表現形
（Expression)

体現形
（Manifestation)

個別資料
（Item)

影印版

翻刻版

現代語訳B

英語訳

単行本

文庫版

朗読CD

所蔵A

所蔵B

所蔵C

知的・芸術的創
造物の単位

文字等で表現さ
れた単位

キャリアが具体
化された単位

個別の一点一点

特に、「表現形」の設定が新しい



グループ２の実体（＝著者名典拠データに対応）

Work

(著作)

Item

(個別資料)

Expression

(表現形)

Manifestation

(体現形)

Corporate 

Body

(団体)

Person

(個人)

create

創造

own

所有

produce

製作

realize

実現

Family

(家族)



グループ３の実体
（＝主題典拠
データに対応）

Work

Expression

Manifestation

Item

subject

主題

Concept

(概念)

Object

(物)

Event

(出来事)

Place

(場所)

Work

(著作) Person

Family

Corporate Body



FRBRの「属性」とユーザタスク



FRBRの「関連」設定

関連（１）： ハイレベルの関連
実体間に常に設定される関連

関連（２）： その他の関連
特定の場合におこる関連
（例えば、著作どうし、表現形どうしの間で）
例： 全体部分

改訂
翻訳、翻案、改作
後継

….



FRBRの「その他の関連」

表現形間
の関連
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RDA（Resource Description and Access） 2010.6

AACR2（英米目録規則第2版）の後継規則



RDA：目録規則もウェブ製品（有料）



RDAの特徴

FRBRモデルを基盤
「関連」の重視
典拠コントロールを明確に位置づけ
資料の物理的側面と内容的側面の整理
構成も、FRBRに密着

機械可読性の向上
エレメントの大幅増強（注記からの独立）
語彙リストによる一定の制御

構文的側面を扱わない
エレメントの種類と値のルールを決めるのみ
構文形式は自由
他のシステムとの相互運用性の観点も



特に、FRBR密着の構成が…

一見、わけがわからない

FRBRの理解が前提
著作～個別資料、だけではない
実体関連モデルの考え方
「実体」「属性」「関連」

NACSIS-CATと実体関連モデル
「リンク」＝ 実体間の関連

NACSIS-CATを出発点にすれば、
そんなにわかりにくくない…？



画面にも出しますが、

印刷版は本配布資料の

最終ページにある図

をご参照ください

RDAとNACSIS-CATを対照してみると



１．目録法変革の背景

２．FRBR： 新しい概念モデル

３．RDA： 新しい目録規則の姿

４．NCR 201X？

５．おわりに

目次



JLA目録委員会の方針表明（2010.9）
「抜本的見直しによる「201X版」が必要」

http://www.jla.or.jp/mokuroku/index.html



わが国の目録の特異性

書誌階層
NCR以外の目録規則では例をみない考え方

非基本記入方式
世界の主流は今でも著者基本記入

（RDAもその精神を継承）
非基本記入方式は、日・中・韓くらい

MARC21フォーマットでないデータ管理
特に、CATPフォーマットと大学図書館システム



「『日本目録規則』の改訂に向けて」（2010.9.17）
－抜本的見直しによる「201X年版」へ

将来の目録
資料のもつ潜在的利用可能性を最大限に顕在化
資料の多様化への対応、典拠コントロールの拡大、
リンク機能の実現

改訂の目標
国際標準にあわせつつ、日本で必要な規定を盛り込む
ウェブ環境に適合した目録規則に

様々な事項を検討中
エレメント（データ要素）の増強、FRBR対応、
典拠コントロール、書誌階層の扱い、etc.
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これからの目録と目録規則

メタデータの「開放性」

機械可読性を備えたデータ

メタデータの「付加価値性」

「関連」の豊富な管理
典拠コントロール
著作～個別資料の有機的な結びつき

目の前の資料から作る「記述」
だけにとどまらない目録

－だれが担うのか？
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